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『平成30年度 業務改善助成金』のご案内
中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援！　～上限額100万円！～

　『業務改善助成金』は、中小企業・小規模事業者の生産性向上（機械設備、POSシステム等の導入など）
を支援し、「事業場内最低賃金（事業場内で最も低い賃金）」の引上げを図るための制度です。

【要　件】：①�事業場内の最低賃金1,000円未満（又は800円～1,000円未満）を30円（40円）以上引き上げる計画
を作成し、実施すること（雇入れ後６か月を経過していること）

　　　　　②業務改善（労働能率の増進に資する設備・器具の導入等）に係る計画の作成・実行すること　等
【支給額】：業務改善に要した経費の一部を助成。要件により上限額が異なります。

URL：http://www.mhlw.go.jp/（厚生労働省）

～ご活用ください専門家派遣制度～
建設業を営む皆様の経営課題解決に！

　

　当所では、建設業の皆様の経営課題解決に向け、
中小企業診断士、税理士、弁理士等専門家派遣を
実施しています。
【このような時に】
①　財務分析による現状把握と今後の方向性につ
いて相談したい。

②　新分野に進出したが、販路開拓・商品開発が
うまく行かない。

③　新製品を開発したが、特許申請方法について
教えてほしい。など

� お問合せ：広域経営支援センター
� TEL：290-4411

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、
退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　新潟支社　新潟営業所　
〒950-0078　新潟市中央区万代島5-1 万代島ビル10F　TEL 025-243-0048

一日融資相談会

共催：㈱日本政策金融庫公庫新潟支店国民生活事業

　新規借入れはもちろん、日本政策金融公庫と既に取
引のある方の借換えや追加資金等のご相談も承ります。

日　時
平成30年７月12日（木）　午前10時～午後４時

（＊事前予約制、相談時間はお申込み時に調整
させていただきます）

会　場
新潟商工会議所 大会議室

（中央区万代島5-1　万代島ビル７階）

相談員
㈱日本政策金融公庫新潟支店（国民生活事業担
当者）及び当所担当者

※�相談会当日にご持参いただく資料については、お申込みの
際ご説明いたします。

※相談内容によっては、ご希望に添えない場合もあります。

� お申込みは経営相談課まで☎025-290-4411

◆お問合せ・申請先
　新潟労働局雇用環境・均等室
 TEL 025-288-3527

＜手続き＞

相談は３回まで無料・秘密厳守です



早期景気
観測調査
新潟商工会議所管内

9 2018.6

５月分

景
況
感
は
依
然
横
ば
い
の
動
き
、

�

先
行
き
は
売
上
、採
算
、業
況
と
も
に
改
善
見
通
し

平成29年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

平成30年
5月

 売　上 ▲ 9.6 8.9 ▲ 6.7 3.2 7.8 2.3 7.6 7.4 3.9 ▲30.4 ▲ 1.3 ▲ 7.7 ▲ 4.0
 採　算 ▲14.9 ▲ 4.4 0.0 1.6 ▲ 3.3 ▲ 3.4 ▲ 2.5 ▲ 9.9 ▲ 9.0 ▲24.1 ▲ 6.3 ▲11.0 ▲12.1
 業　況 ▲13.8 1.1 ▲ 8.9 1.6 ▲ 5.6 ▲ 1.1 ▲ 5.1 1.2 ▲ 2.6 ▲16.5 ▲ 7.5 ▲ 2.2 ▲ 2.0
 仕入単価 ▲39.4 ▲34.4 ▲20.0 ▲34.9 ▲25.6 ▲29.6 ▲27.9 ▲35.8 ▲47.4 ▲41.8 ▲40.0 ▲37.4 ▲42.4
 従業員 21.3 20.0 26.7 30.2 24.4 28.4 26.6 33.3 34.6 25.3 27.5 27.5 27.3

【５月の概要】
　４月に比べると、売上DI、業況DIのマイナス幅はやや減少している一方、採算DIと仕入単価DIのマイナス幅はやや増加している。
従業員DIのプラス幅はほぼ変化なし。幅広い業種で仕入コスト増の影響が出ており、採算面の改善は厳しい状況である。建設業で
は活況との声も聞かれるが、全体的な景況感は依然として横ばいの動きとなっている。
　先行きについては、４月に比べ、売上DI、業況DIのプラス幅は増加し、仕入単価DIのマイナス幅がやや増加しているものの、
採算DIはマイナスからプラスに転じている。従業員DIのプラス幅はやや増加した。全体的に景況回復基調の動きが横ばいの状況
で仕入コスト増と人手不足感は続いている。改善の期待感も込められていると推察されるが、売上、採算、業況ともに改善の見通し。

建
設
業

塗装工事 民間工事が多少上向きになり、活況感が出てきたようである。

総合建設 年度初めにつき、官庁発注者、民間顧客とも工事発注が少なく、各社とも発注者からの工事指名を受ける待機中の時期
であるが、市場状況としては活況感は出ているようである。

製
造
業

酒造 全般的に堅調な動向で、サブ商品に頭打ち感はあるが、メイン商材に関しては輸出を中心に順調である。
食料品 新規得意先は増加しているが、運賃、ガソリン、人件費などの経費が増加し、採算が悪くなってきている。

卸
売
業

機械部品 各社新年度予算決定により発注を受け始めているが、仕入価格の上昇により利益の圧迫感を感じる。
木材 仕入価格が上昇しているが、簡単に販価に反映できないので利益が圧縮されている。

小
売
業
家具・雑貨 売上は減少しているが、意識して粗利益率を向上させている。費用を削減して、何とか採算を取りたい。

サ
ー
ビ
ス
業

タクシー 乗務員の減少から売上は減少傾向にある。採算は収入が減少している中で、賃金の見直し及び仕入物品の値上がりが影
響を及ぼしている。

給食 給食受託の施設数は増えている。売上は上がっているが、食材原価が高く、介護保険の食事負担額は変更されていない
ため、利益は年々減っている。

不動産賃貸 法人の月極駐車場需要では、年初から駐車場の空きについて問い合わせの電話が入るようになった。

【業界から寄せられた主なコメント】

景気動向（前年同月比）全産業DI値
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【全産業平均DI】　※DI（景況判断指数）＝（良い割合）－（悪い割合）
　売上DIは3.7ポイント、業況DIは0.2ポイントマイナス幅が減少した。採算DIは1.1ポイント、仕入単価DIは5.0ポイントマイ
ナス幅が増加した。従業員DIは0.2ポイントプラス幅が減少した。
全産業平均DI－向こう３か月間の先行き見通し

売上（受注・出荷） 採　　算 仕入単価 従業員 業　　況
4月  3.3 ▲ 3.3 ▲33.0 24.2  1.1
5月 17.2 　 4.0 ▲36.4 27.3 11.1

　先行きは、売上DIは13.9ポイント、業況DIは10.0ポイントプラス幅が増加した。採算DIはマイナスからプラス4.0ポイントに
転じた。仕入単価DIは3.4ポイントマイナス幅が増加した。従業員DIは3.1ポイントプラス幅が増加した。

景気の き動


